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●豊岡小学校閉校～135年の歴史に幕～
●わが町の家計簿（平成22年度当初予算）
●役場の組織を紹介します

人口
15,276人
（▲69）

平成22年４月１日現在
（ ）内前月比

男
7,320人
（▲28）

女
7,956人
（▲41）

世帯
6,158世帯
（▲12）

身延山西谷（身延山ロープウェイから）
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平
成
22
年
３
月
を
も
っ
て
豊
岡
小
学
校

が
閉
校
と
な
り
、
明
治
８
年
の
創
立
以
来

１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

最
盛
期
に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
通

い
、
２
つ
の
分
校
を
持
つ
ほ
ど
で
し
た
が
、

全
国
的
な
少
子
化
に
伴
っ
て
年
々
児
童
数

が
減
少
。
平
成
21
年
度
の
在
校
生
は
30
人

と
な
り
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
身
延
小
学

校
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
20
日
、
校
庭
に
建
て
ら
れ
た
閉
校

記
念
碑
の
除
幕
式
の
後
、
体
育
館
で
閉
校

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
の
若
尾
雅
彦
委
員
長
か
ら
子
ど
も
た

ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
皆

さ
ん
は
相
又
川
に
棲
む
ヤ
マ
メ
と
い
う
魚

を
知
っ
て
い
ま
す
ね
。
ヤ
マ
メ
の
中
に
は
、

川
を
下
っ
て
海
で
生
活
す
る
も
の
が
い
る

ん
で
す
。
そ
れ
は
、
50
㎝
、
60
㎝
に
も
大

き
く
成
長
し
て
、
サ
ク
ラ
マ
ス
と
名
前
を

変
え
、
春
先
に
生
ま
れ
た
川
に
戻
っ
て
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
大
き
な
学
校
、
広
い
社

会
で
学
び
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
よ
う
に
大
き

く
な
っ
て
、
再
び
こ
の
地
へ
帰
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
」

続
い
て
開
催
さ
れ
た
第
２
部
は
、
豊
岡

地
区
の
住
民
を
は
じ
め
遠
方
か
ら
駆
け
つ

け
た
卒
業
生
た
ち
も
参
列
。
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
多
く
の
人
々
が
集
い
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
岩
崎
健

一
さ
ん
（
豊
岡
小
卒
）
か
ら
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
作
っ
た
曲
「
希
望
の
風
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
画
家
の
望
月
一
さ

ん
（
豊
岡
小
卒
）
か
ら
は
校
舎
全
景
を
描

3月20日　豊岡小学校閉校記念式典

～135年の歴史に幕～～135年の歴史に幕～

3,649人目の卒業生 渡辺朱音
あ か ね

さんに

最後の卒業証書が手渡されました
3月17日　最後の卒業式

閉校記念式典会場には、思い

出の写真に埋め尽くされた大

きなパネルが展示されました

3月20日　豊岡小学校閉校記念式典

3月17日　最後の卒業式
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い
た
「
春
の
豊
岡
小
」、
同
じ
く
画
家
の
藤

田
由
也
さ
ん
（
身
延
小
卒
）
か
ら
は
、「
変

わ
ら
ぬ
も
の
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

「
歌
と
語
り
と
映
像
で
つ
づ
る
豊
岡
小

学
校
の
歴
史
」
と
題
し
た
約
１
時
間
の
記

念
事
業
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
昔
の
モ
ノ

ク
ロ
写
真
が
映
し
出
さ
れ
る
中
、
子
ど
も

た
ち
が
童
謡
や
懐
か
し
の
流
行
歌
を
は
じ

め
と
す
る
約
20
曲
を
一
生
懸
命
歌
い
ま
し

た
。
曲
の
合
間
に
は
、
閉
校
記
念
事
業
実

行
委
員
の
笠
井
京
子
さ
ん
（
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
千
の
風
」
代
表
）
が
、

豊
岡
小
の
歴
史
を
語
り
ま
し
た
。

式
典
の
終
盤
、
偶
然
体
育
館
に
響
き
渡

っ
た
正
午
の
チ
ャ
イ
ム
は
、
あ
た
か
も
学

校
自
身
が
皆
に
別
れ
を
告
げ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う

に
会
場
の
全
員
で
校
歌
を
合
唱
。
最
後
に

30
人
の
子
ど
も
た
ち
が
感
謝
の
気
持
ち
を

こ
め
て
、
こ
の
日
一
番
大
き
な
声
で
、
力

い
っ
ぱ
い
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
新
し
い
学
校
に
行
っ
て
も

が
ん
ば
り
ま
す

豊
岡
小
学
校
　
あ
り
が
と
う
」

豊岡小学校の歴史 
明治 豊岡小学校創立　仮校 舎 （寺院 ） で授業開始 

横光分校設置 
本校校舎を現在地に建設 
清子分校設置 
本校を身延小学校門野分校に改称 
身延小学校から分離し 、 豊岡尋常高等小学校に改称 
清子分校校舎新築 

大正 高等科併設 
昭和 校章制定、横光分校校舎新築 

豊岡国民学校に改称 
豊岡小学校に改称 
町村合併により 、 身延町立豊岡小学校となる 
横光分校が本校に統合 
体育館新築 
プール竣工 
創立百周年記念式典 
身延南小学校に改称 
新校舎起工式 
新校舎へ移転 
第 1  回みなみ祭 
交通少年団発足 

平成 清子分校閉校、金銭教育研究公開 
緑の少 年・ 少女隊旗授与式 
子ども郵便局関東貯金局長表彰 
末崎文庫開設 
山梨県保健体育優良校表彰 
子ども郵便局郵政局長表彰 
環境教育推進に指定 
山梨県算数数学教育連盟公開授業研究会 
勤労生産学習推進校に指定 
「命の尊さを学ぶ体験活動」文部科学省指定 
豊岡小学校に改称 
第 9  回やまなし県民文化祭 
 総合舞 台 「ファンタジーかぐや姫 」 出演 
閉校 

8 
11 
12 
15 
20 
22 
38 
8 
8 
16 
22 
30 
35 
40 
44 
50 
54 
55 
56 
59 
60 
2 
3 
4 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
17 
19 
22 

閉校記念碑除幕式

記念碑には

永遠
と わ

の輝きを求め
豊岡小の児童
ここに学ぶ
と刻まれました

校旗返納

尾崎源武
も と む

校長から望月仁
司町長へ校旗が返納され
ました

シンガーソングライターの岩崎
健一さん（卒業生）からは、こ
の日のために作った曲「希望の
風」が贈られました。

父さんも通ってた豊岡小学校
帰り道はふるさとの優しい風の中
母さんに手をひかれ
ランドセルがゆれる
坂道を登れば　希望の風が吹く・・

（一部抜粋）

豊
岡
小
学
校
校
歌

作
詞
米
山
愛
紫

作
曲
坂
口
五
郎

窓
に
桜
の
風
か
お
り

燃
え
る
つ
つ
じ
の
山
裾
に

希
望
明
る
い
朝
朝
を

学
ぶ
子
ど
も
だ
　
豊
岡
に

育
つ
喜
び
　
歌
お
う
よ

緑
し
た
た
る
　
中
山
の

ふ
も
と
　
清
子
に
横
光
に

心
合
わ
せ
て
　
睦
み
つ
つ

学
ぶ
子
ど
も
だ
　
豊
岡
に

の
び
る
命
を
　
誇
ろ
う
よ

み
の
り
尊
び
相
又
の

清
い
流
れ
に
　
身
を
修
め

開
く
ふ
る
さ
と
　
夢
若
く

学
ぶ
子
ど
も
だ
　
豊
岡
に

明
日
の
栄
を
　
誓
お
う
よ

　　　　学校データ　　　　学校データ 
創　立：明治８年（創　立：明治８年（1875年）年） 
所在地：相又所在地：相又247番地番地 
卒業生数卒業生数：3,649人 

　　　　学校データ 
創　立：明治８年（1875年）
所在地：相又247番地 
卒業生数：3,649人 

閉校記念碑除幕式

校旗返納
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○町税･･･町民の皆さんに納めていただく税金（町
民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税）
○地方譲与税･･･国税として徴収した租税を国が一
定基準により町に譲与するお金
○地方交付税･･･国の所得税、法人税、酒税、消費
税、たばこ税のそれぞれ一定割合の額が、基準
に基づいて国から町へ交付されるお金
○分担金及び負担金･･･保育や学校給食などのサー
ビスを利用する皆さんからいただくお金など
○使用料及び手数料･･･町営住宅や公共施設などの
利用料や、証明書の発行手数料など
○国庫・県支出金･･･町が行う特定の事務事業に対
して国（県）から交付される補助金、負担金、
委託金など
○繰入金･･･基金や特別会計から一般会計へ繰り入
れるお金
○諸収入･･･施設売店の売上収入など
○町債･･･事業などを行うために国や金融機関など
から借り入れるお金

用語の解説

の  家計簿  

町税 
1 4  億  1,91 1  万 
（17.2％） 

地方交付税 
4 2  億  3,30 0  万 
（47.0％） 

地方譲与税 
9,60 0  万 （1.1％） 

地方消費税交付金 
1 億  4,72 0  万 
（1.6％） 

繰入 金2億  9,27 5  万 （3.2％） 

町債   
1 2  億  2,65 0  万 
（13.6％） 

県支出金県支出金 
   4  億  9,31 4  万 
（5.5％）％） 

県支出金 
   4  億  9,31 4  万 
（5.5％） 

国庫支出金 
3 億  8,30 5  万 
（4.2％） 使用料及び手数料  9,47 6  万 （1.0％） 

分担金及び負担金   1  億  9,44 8  万 （2.2％） 

その他   2  億  8,89 6  万 
（3.2％） 

諸収入 
   1  億  4,18 6  万 
（1.6％） 

歳  入 歳  入 

■依存財源（国や県等に依存するお金） 
66億6,095万9千円（73.9％）　前年度比　  6.3％ 

■自主財源（町で確保できるお金） 
23億4,984万1千円（26.1％）　前年度比  △6.1％ 

（単位：千円、％） 

主な歳入 金　額 前年度比増減率 

町  税 1,419,114 △  6.1 

地 方交付 税 4,233,000 △  1.6 

国 庫支出 金 383,047 50.8 

県  支 出  金 493,135 14.9 

繰 入  金 292,751 20.9 

町  債 
（959,200） （16.5） 
1,226,500 29.7 

※（　）内は、利率見直しによる町債借換分を除いたもの 

●身延小学校大規模改造事業

1億1,320万円

●「身延町ふるさと定期便」運営事業費

（ふるさと町民制度） 370万3千円

●子育て支援医療費助成金

（対象年齢15歳まで） 3,660万円

●デマンド交通事業運営業務 3,440万円

※別冊「町の予算の使い道」もご覧ください

平成22年度　主な事業

公債費 
1 8  億  3,09 3  万 
（20.3％） 

土木費 
6  億  4,30 4  万 
（7.1％） 

歳  出 

本
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
の
審
議
を
経
て
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
９
０
億
１，

０
８
０
万
円
で
、
特
別
会

計
を
合
わ
せ
る
と
総
額
１
５
５
億
４
２
７
６
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

急
速
な
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
等
に
よ
り
、
本
町
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
行
政
改
革
を
着
実
に

推
進
す
る
中
で
、
施
策
を
厳
選
し
、
よ
り
充
実
し
た
き
め
細
か
な
町
民
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
自
治
体
を
目
指
し
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。一

般
会
計
の
対
前
年
度
比
は
２
・
８
％
増
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

が
、
そ
の
主
な
要
因
は
身
延
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
並
び
に
地
域
情
報

通
信
施
設
運
営
事
業
等
に
よ
る
も
の
で
す
。
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○議会費･･･議会の活動に要する経費
○総務費･･･全般的な管理事務、徴税事務、住民窓口事務など町が通常

必要とする総括的な事業費
○民生費･･･子育て支援や高齢者福祉、障害者福祉など
○衛生費･･･各種予防接種や健康診断、母子保健、公害対策、環境衛生など
○農林水産業費･･･農林道の管理や農林業の振興、農業委員会経費など
○商工費･･･商工業や観光の振興など
○土木費･･･町道や河川、町営住宅の維持管理など
○消防費･･･消防団活動経費や防火水槽の設置など
○教育費･･･学校教育費、生涯学習費、生涯スポーツ費など
○公債費･･･借入金（町債）の元金や利子の支払い

用語の解説

わが町  

■ 平 成  2 2  年度末地方債残高   
■ 町 民 1  人当たりの借金 （ Ｈ  22.3. 1  現在人 口  15,34 5  人）   
■ 平 成  22 年度末基金残高   

※（　）内は、利率見直しによる町債借換分を除いたもの 

（単位：千円、％） 

主な歳出 金　額 前年度比増減率 
人 件  費 1,541,107 △  3.4 
物 件  費 1,239,367 △  13.5 
補  助 費  等 1,197,404 △  0.2 
扶 助  費 1,016,282 23.1 
繰 出  金 1,495,440 1.6 

（△2.9） 

普 通建 設 費 630,964 51.0 

公 債  費 
（1,563,633） 
1,830,933 5.4 

101億0,052万5千円 
65万8千円 

39億8,784万4千円 

平 成  2 2  年度  特別会計予算 【単位：千円・％】
会　計　名 金　額 

前年度比 
増減率 

国民健康保険特別会計 2,167,801 3.2 

老人保健特別会計 1,173 △  78.6 

後期高齢者医療特別会計 484,447  3.4 

介護保険特別会計 1,857,594 2.2 

介護サービス事業特別会計 5,938 △  1.3 

簡易水道事業特別会計 970,965 16.6 

農業集落排水事業等特別会計 36,867 △  38.2 

下水道事業特別会計 952,352 13.0 

青少年自然の里特別会計 43,541  6.3 

下部奥の湯温泉事業特別会計 6,589 △  29.6 

大八坂及び川尻並びに山之神外 
    十五山恩賜林保護財産区特別会計 

317 △  2.2 

広野村上外九山 
　恩賜林保護財産区特別会計 

734 △  3.5 

第一日影みそね沢 
　恩賜林保護財産区特別会計 

194 3.7 

第二日影みそね沢及び石原外二山 
　恩賜林保護財産区特別会計 

231 △  0.4 

大久保外七山 
　恩賜林保護財産区特別会計 

490 △  2.0 

仙王外五山 
　恩賜林保護財産区特別会計 

423 0.5 

姥草里外七山 
　恩賜林保護財産区特別会計 

734 14.2 

入ヶ岳外二山 
　恩賜林保護財産区特別会計 

510 △  6.9 

西嶋財産区特別会計 479 2.1 

曙財産区特別会計 182 0.0 

大河内地区財産区特別会計 175 △  2.2 

下山地区財産区特別会計 229 5.5 

総務費 
1 6  億  0,10 4  万 
（17.8％） 

農林水産業費   
2  億  6,43 1  万 
（2.9％） 

商工費   1  億  2,41 3  万 （1.4％） 

消防費 
1  億  2,87 3  万 
（1.4％） 

教育費 
1 1  億  0,96 0  万 
（12.3％） 

衛生費 
9  億  9,98 3  万 
（11.1％） 

民生費 
2 1  億  3,89 9  万 
（23.7％） 

議会費   
7,30 9  万 （0.8％） 

その他  9,71 1  万 （1.2％） 

公債費 
1 8  億  3,09 3  万 
（20.3％） 

公債費 
1 8  億  3,09 3  万 
（20.3％） 

土木費土木費 
6  億  4,30 4  万 
（7.1％） 

土木費 
6  億  4,30 4  万 
（7.1％） 

歳  出 歳  出 
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町長　 望月仁司 　　　　 教育長　 佐野雅仁 

（代表） 　 F AX 0556-42-2127 

課長 　広島法明 
総務課 

室長 　丸山 　優 
政策室 企画政策担当 総合計画 、 統計調査 、 地域振興 、 男女共同参画 、 情報化 、 交通体系の整備 

行政改革担当 行政改革 、 地方分権 、 行政評価　　町営バス 、 乗合タクシー 

課長 　笠井一雄 
財政課 財 政 担 当  財政計画 、 予算編成 、 入札 、 契約 、 財産管理 

課長 　依田二朗 
税務課 課 税 担 当  住民 税、 固定資産 税 、 軽自動車税、国民健康保険税等の賦課・徴収 

税証明発行 徴 収 担 当  滞納整理 

課長 　秋山和子 
町民課 町 民 担 当  住民 票・ 戸籍の届 出 ・ 証明 、 国民年金 

国保高齢者医療担当 国民健康保 険・ 後期高齢者医療の申 請・ 届出 

課長 　串松文雄 
産業課 農 林 担 当  農林業振興 、 農業委員会 、 有害鳥獣対策 

農林土木担当 土地改良 、 治山治水 、 農林土木全般 

課長 　赤池 義明 
会計課 会 計 担 当  町税等の収納 、 町費支払 、 基金の運用管理 

事務局長 　遠藤　守 
議会事務局 事務局担当  議会運営、監査委員事務局 

（役場本庁舎隣） 切 石  36 0  番地　 （代表） 　 F AX 0556-42-2127 

F AX 0556-20-4554

課長 　藤田政士 
建設課 建築住宅担当 町営住宅 、 建築確認 、 都市計画 

公共土木担当 町道等の整 備・ 維持管理 、 公共土木全般 

高速道路推進担当 高速道路の推進 

（通 称： 中富すこやかセンター） 

課長 　赤坂次男 
福祉保健課 

課長 　稲葉義仁 
子育て支援課 

福 祉 担 当  地域福祉 、 高齢 者・ 障害者福祉 、 生活保護 、 日赤 

在宅支援担当 介護予 防 （地域包括支援センタ ー・ 介護予防支援事業所 ） 、 在宅介護 

介護保険担当 介護保険事業運営 、 保険料の賦 課・ 徴収 

健康増進担当 各種保健事業 、 健康増進全般 

庶 務 担 当  行政連絡員 、 選挙 、 人事管理 、 例規 、 情報公開 、 個人情報保護 

交通防災担当 消防 、 防災 、 防犯 、 交通安全 

広聴広報担当 広報 、 ホームページ 

平成22年度 

保育所全般、子ども・児童手当、子育て支援医療、ひとり親支援 

※町立保育所５園 

子育て支援担当 

本　庁　舎  

中富総合会館 

中富保健福祉センター 

4580
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飯 富 224 1 番 地 7 5 先 　 0556-42-4811 （代表 ） 　 F AX 0556-42-4815 

課長 　 千頭和勝彦 
0556-42-4811

水道課 水道総務担当 水道事業の計画 、 水道施設の建築改修 

水道業務担当 水道施設の維持管理 、 申請届出、水道料金徴収 

課長 　 樋川 　 信 
0556-42-4814 

環境下水道課 

梅 平 248 3 番 地 36 　 0556-62-1111 （代表 ） 　 F AX 0556-62-1118 

支所長 　 望月和永 
0556-62-1111 

身延支所 住民サービス担当 住民 票 ・ 戸籍等の申請届出 、 各種証明 、 相談受付 、 門野の湯業務 

※門野の湯 門 野 112 2 番地 　 0556-62-2221 

課長 　 熊谷文彦 
0556-62-1116 

観光課 観光商工担当 観光振興 、 商工業振興 、 消費者保護 

課長 　 滝戸文昭 
0556-62-1117 

土地対策課 土地対策担当 町有財産登記 、 法定外公共物（赤道・青線の使用・払い下げ等） 

地籍調査担当 地籍調査全般 

（下部保健福祉センター内 ） 常 葉 109 3 番地 　 0556-36-0011 （代表 ） 　 F AX 0556-36-0936 

支所長 　 渡辺明彦 
0556-36-0011 

下部支所 住民サービス担当 住民 票 ・ 戸籍等の申請届出 、 各種証明 、 相談受付 

Ｓ  Ｃ Ｔ 担  当 ＳＣ Ｔ （下部コミュニケーションテレビ ） 　 0556-20-3013 

※久那土出張所 三 澤 1 8 番地 　　   0556-37-0002 

※古関出張所 古 関 243 7 番地 　 0556-38-0101 

課長 　 近藤正国 
0556-20-3016 

学校教育課 

課長 　 佐野正美 
0556-20-3017 

生涯学習課 

環境衛生担当 生活環境保全 、 リサイクル 、 畜犬の登録 

下水道総務担当 下水道計画 、 申請届出  

下水道業務担当 下水道施設維持管理 、 下水道料金徴収 

教育総務担当 教育委員会庶務全般、叙位叙勲等 

小・中学校教育庶務全般、給食業務 学校教育担当 

中富給食センター担当 0556-42-2203 

身延給食センター担当 0556-62-1425 

※町立小学校８校 
久那 土 ： 0556-37-0220 、 下 部 ： 0556-36-0350 、 西 嶋 ： 0556-42-2520 
静 　 川 ： 0556-42-2020 、 　 原      ： 0556-42-2304 、 下 山 ： 0556-62-5107 
大河 内 ： 0556-62-1225 、 身 延 ： 0556-62-0066 、 

※町立中学校５校 
久那 土 ： 0556-37-0230 、 下 部 ： 0556-36-0353 、 中 富 ： 0556-42-2023 
下 　 山 ： 0556-62-5117 、 身 延 ： 0556-62-0106 

事務局長 　 若狭政雄 0556-62-3773 　 ※身延児童館も併設されており 、 同じ電話番号です 。 社会福祉協議会 

生涯学習担当 
（文化財担当 ） 

社会教育 、 青少年 、 公民館 　 ※青少年自然の 里 ： 0556-42-3181 

文化財保護 　　　　　　　　 ※木喰の里微笑 館 ： 0556-36-0753 

生涯スポーツ担当 社会体育 、 各種体育施設管理運営 

総 合 文化 会 館担 当 0556-62-2110 　 ※総合文化会館内 

図  書  館  担  当 0556-62-2141 　 ※総合文化会館内 　 ※中富図書室は中富総合会館内 

和紙の里担当 0556-20-4556　 ※なかとみ現代工芸美術 館 ： 0556-20-4555

金山博物館担当 0556-36-0015 

中富浄化センター 

身延支所 

身延福祉センター 

下部支所 

（総合文化会館隣） 波木井272番地1　　0556-62-3773　FAX0556-62-3777

教育委員会 
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【
退
職
】

11
名

・
佐
野
　
治
仁
（
会
計
管
理
者
）

・
赤
池
　
和
希
（
環
境
下
水
道
課
長
）

・
小
林
　
英
雄
（
下
部
支
所
長
）

・
佐
野
　
幸
義
（
建
設
課
）

・
佐
野
す
み
江
（
子
育
て
支
援
課
）

・
藤
田
か
を
る
（
身
延
支
所
）

・
佐
野
　
初
子
（
学
校
教
育
課
）

・
千
頭
和
光
子
（
学
校
教
育
課
）

・
若
狭
　
民
子
（
学
校
教
育
課
）

・
河
野
　
好
美
（
総
務
課
）

・
村
松
　
智
也
（
環
境
下
水
道
課
）

千
頭
和
宏
彰
（
税
務
課
課
税
担
当
）

私
が
生
ま
れ
育

っ
た
身
延
町
で
働

け
る
こ
と
を
大
変

誇
り
に
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な

私
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
力
と
な
れ
る

様
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
よ
り
良
い
町
、

住
み
や
す
い
町
と
な
る
様
、
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

天
野
　
智
康
（
産
業
課
農
林
担
当
）

産
業
課
の
職
員

と
し
て
、
身
延
町

の
産
業
を
よ
り
活

性
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
未
熟
者
で
す
が
、
１
日
も
早
く
町

民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

井
上
健
太
郎
（
生
涯
学
習
課
金
山
博
物
館
担
当
）

身
延
町
の
観
光

名
所
で
あ
り
、
そ

し
て
生
涯
学
習
の

場
で
も
あ
る
湯
之

奥
金
山
博
物
館
に

多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目

指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川
崎
　
宙
映

ひ
ろ
あ
き

（
身
延
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
担
当
）

生
ま
れ
育
っ
た

身
延
町
で
職
員
と

し
て
働
け
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
し
、

地
域
住
民
と
行
政
を
繋
ぐ
職
員
に
な
れ
る

よ
う
、
誠
心
誠
意
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
　
新
採
用
職
員
　
４
名

中部横断自動車道の
建設が進んでいます

太平洋から日本海へ。
      日本海から太平洋へ。

中部横断自動車道の
建設が進んでいます

中
部
横
断
自
動
車
道
の
工
事
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
身
延
町
内
で

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
下
田
原
地
区
の
橋
梁
工
事
、
一
色
地
区
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
と
橋
梁
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

他
の
地
域
で
も
既
に
発
注
さ
れ
て
い
る
工
事
も
あ
り
、
今
後
は
町
内

全
域
で
工
事
が
本
格
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

工
事
中
は
、
工
事
周
辺
地
域
だ
け
で
な
く
、
至
る
と
こ
ろ
で
建
設

機
材
の
搬
入
や
工
事
車
両
の
通
行
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
施
工
業

者
は
安
全
第
一
で
行
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田原川橋橋梁工事現場（下田原） 
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平成22年度　身延町消防団

所　属 階　級 氏　名 

本　　　団 

団　長 川村 　修 

副団長 
望月 　覚 
依田 　一 
渡邊 將樹 

喇　叭　隊 隊　長 遠藤 友昭 
音　楽　隊 隊　長 上田 孝二 

身　延 

第１分団 
分団長 遠藤 芳樹 
副分団長 塩津 尚人 

第 2  分団 
分団長 佐野 文昭 
副分団長 岩村 義彦 

第 3  分団 
分団長 遠藤 好司 
副分団長 杉山 　裕 

第 4  分団 
分団長 深澤 栄司 
副分団長 熊谷 秀洋 

中　富 

第 1  分団 
分団長 佐野 良和 
副分団長 笠井 清仁 

第 2  分団 
分団長 幡野 昭男 
副分団長 埜村 公文 

第 3  分団 
分団長 樋川 秀幸 
副分団長 小林 俊彦 

下　部 

第 1  分団 
分団長 依田 　令 

副分団長 
佐野 圭児 
佐野 悦夫 

第 2  分団 
分団長 今村 文也 
副分団長 鷹野 　覚 

第 3  分団 
分団長 赤池 義明 
副分団長 伊藤 清正 

所　属 氏　名 

中　富 

第 1  分団 

第 1  部 望月 敬哲 

第 2  部 
植松 秀樹 
望月 健太郎 

第 3  部 山口 浩幸 

第 2  分団 
第 1  部 

天野 智康 
佐藤 　吏 

第 4  部 深沢 尚亮 
第 5  部 望月 　泰 

第 3  分団 第 2  部 若林 勇爾 

下　部 
第 1  分団 第 1  部 依田 貴司 
第 2  分団 第 4  部 伊藤 　甲 
第 3  分団 第 1  部 渡邊 伸次 

【新入団員】 　3 4  人 【役　員】 

～ 自分たちのまちは自分たちで守る ～ 

身　延 

第 1  分団 
第 1  部 磯部 祐治 
第 2  部 山田 渓心 

第 2  分団 

第 1  部 深沢 　収 
第 2  部 藤田 裕大 
第 3  部 遠藤 好人 

第 4  部 
保坂 雄祐 
田中 裕一 

第 3  分団 第 5  部 

望月 善示 
望月 一秋 
杉山 好美 
手塚 　憲 
佐野 　勇 
柿島 利巳 
佐野 勝則 
手塚 喜文 
大野 安浩 

第 4  分団 

第 2  部 宮川 洋輔 
第 4  部 望月 一史 

第 5  部 
千須和 勲 
松永 奉紘 

第 6  部 遠藤 治元 
第 7  部 鈴木 純一 

（敬称略）

４月１日、中富総合会館で平成22年度身延町消防

団の辞令交付式が行われ、川村修団長から、分団長、

喇叭
ら っ ぱ

隊長、音楽隊長、副分団長、部長に辞令が交付

されました。

また、34人の新入団員を代表して、身延第１分団

第１部の磯部祐治団員が辞令を受け取った後、力強

く宣誓書を読み上げました。

【問い合わせ先】
総務課 交通防災担当　蕁0556-42-4800
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３
月
12
日
、
中
富
地
区
公
民
館
西

嶋
分
館
で
知
事
と
住
民
が
直
接
対
話

を
行
う
「
県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
身
延
町
内
で
は
、

昨
年
９
月
16
日
に
湯
之
奥
金
山
博
物

館
で
の
開
催
に
続
き
、
平
成
21
年
度

は
２
回
目
。

今
回
は
「
活
力
あ
る
農
業
農
村
を

め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の

農
産
物
生
産
販
売
の
関
係
者
が
集
ま

っ
て
、
横
内
知
事
と
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

事
業
に
対
す
る
補
助
の
要
望
の
他
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
少
子
高
齢
化

の
問
題
な
ど
、
農
村
地
域
を
取
り
巻

く
現
状
に
つ
い
て
も
深
く
語
り
合
い

ま
し
た
。「
若
い
人
が
出
て
行
く
か
ら

仕
方
な
い
で
は
な
く
、
誰
か
を
捜
し

に
行
き
ま
し
ょ
う
、
来
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
作
ら
な
い
と
、

こ
う
い
う
地
域
の
現
状
の
中
で
人
を

増
や
す
の
は
難
し
い
。
他
地
域
の
若

い
人
を
引
き
入
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
」「
10
年
後
、

中
部
横
断
自
動
車
道
が
完
成
し
た
と

き
に
、
横
断
道
を
通
る
車
に
わ
ざ
わ

ざ
身
延
で
降
り
て
立
ち
寄
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
、
今
の
う
ち

か
ら
作
っ
て
い
か
な
い
と
な
ら
な
い

し
、
作
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
前

向
き
な
意
見
も
多
く
出
さ
れ
、
横
内

知
事
も
何
度
も
深
く
頷
い
て
い
ま
し

た
。

３
月
27
日
・
28
日
、
山
梨
県
富
士

川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
ふ
る
さ
と
工

芸
館
で
「
第
22
回
工
芸
市
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

富
士
川
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
作
ら
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
多
数

の
陶
器
や
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
が
特
設

テ
ン
ト
に
設
け
ら
れ
た
店
頭
に
ず
ら

り
と
並
び
ま
し
た
。

竹
細
工
の
創
作
実
演
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
目
の
前
で
竹
が
き
れ

い
に
編
ま
れ
て
い
く
見
事
な
職
人
技

に
じ
っ
と
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
27
日
に
同
パ
ー
ク
内
に
新

た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
富
士
川
・
切

り
絵
の
森
美
術
館
」
の
開
館
記
念
と

し
て
「
桜
ま
つ
り
」
も
同
時
に
開
催

さ
れ
、
芝
生
広
場
前
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
バ
ン
ド
演
奏
、
豪
華
賞
品
が
当

た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

特
に
バ
ン
ド
演
奏
で
は
、
身
延
町

内
の
３
兄
弟
（
小
・
中
学
生
）
に
よ

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
コ
ピ
ー
バ
ン
ド

「
ド
ラ
ゴ
ン
キ
ッ
ズ
」
が
登
場
。
そ
の

大
人
顔
負
け
の
見
事
な
演
奏
に
、
来

場
者
は
皆
足
を
止
め
て
聞
き
入
り
、
大

き
な
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
・
24
ペ
ー
ジ
）

まちのわだい 
TOPICS

県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議

知
事
と
語
り
合
う

まちのわだい TOPICS

第
22
回
工
芸
市

富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
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まちのわだい TOPICS

３
月
10
日
、
各
中
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
19
日

に
は
各
小
学
校
で
、
25
日
〜
27
日
に

は
各
保
育
所
（
園
）
で
卒
園
式
が
開

催
さ
れ
、
慣
れ
親
し
ん
だ
学
舎
を
後

に
し
ま
し
た
。

卒
業
生
、
在
校
生
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
の
中
に
は
、
我
が
子
の
成
長

し
た
姿
に
思
わ
ず
涙
を
拭
う
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
身
延
山
の
桜
は
、
３
月
27

日
に
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
同
日
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
の
送
迎
や
、
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
の
早
朝
運
転
な
ど
が
始

ま
り
、
連
日
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て

ま
し
た
。
早
朝
か
ら
は
大
き
な
機
材

を
抱
え
た
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
境

内
に
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

４
月
３
日
・
４
日
に
は
「
身
延
山

観
桜
会
」
が
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で

２
万
人
以
上
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

境
内
で
は
、
身
延
町
文
化
協
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
野
点
の
サ
ー
ビ
ス
、

箏
曲
演
奏
、
舞
踊
披
露
な
ど
が
行
わ

れ
、
地
元
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
餅
つ
き

体
験
は
長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。

湯
之
奥
金
山
博
物
館
の
出
張
砂
金
採

り
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
身
延
駅
前
し

ょ
う
に
ん
通
り
の
人
力
車
試
乗
体
験

コ
ー
ナ
ー
に
も
、
人
だ
か
り
が
絶
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鐘

楼
前
で
披
露
さ
れ
た
、
地
元
の
保
存

会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で
は
、
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
暖
か
な
陽
気

に
包
ま
れ
た
春
の
一
日
を
、
思
い
思

い
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

卒
業
式
・
卒
園
式

各
小
中
学
校
・
保
育
所
（
園
）

満
開
の
桜
が
お
出
迎
え

身
延
山
観
桜
会

3月10日　身延中学校日　身延中学校 3月10日　身延中学校 

3月19日　下山小学校 

3月25日　久那土保育所 

3月10日　身延中学校 

3月19日　下山小学校 

3月25日　久那土保育所日　久那土保育所 3月25日　久那土保育所 

3月10日　身延中学校 

3月19日　下山小学校日　下山小学校 3月19日　下山小学校 

3月25日　久那土保育所 
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１　職員の行動改革を推進 

2　健全な行財政運営を推進 

基本理念 基本目標 基本方針 推進項目 

身延町行政改革大 綱 （第2次 ） の概念図 

身延町行政改革大綱(第2次)の公表
町では、平成17年に「身延町行政改革大綱」を

策定し、平成17年度から平成21年度までの５年間

を集中改革期間として、行財政の効率化・健全化

の推進に取り組んできました。

この間、職員や臨時職員の削減、公用車の削減、

町債残高の減少、また、平成21年度からは副町長

をおかない行政運営など、一定の成果をあげて来

ました。

しかし、地方行政を取り巻く環境は一層厳しさ

を増し、本町でも人口減少・少子高齢化に歯止め

がかからず、自治体経営の見直しが必要な状況に

変わりありません。

町では、これまでの取組成果と課題を検証した

うえで引き続き行財政改革を推進していくため、

２月に募集した行政改革に関する町民意見や身延

町行政改革推進委員会（千頭和文明会長）からの

答申を参考に、「身延町行政改革大綱（第２次）」

を新たに策定しました。今後は、具体的な「改革

実行プラン」を取りまとめ、平成24年度まで町長

を先頭に職員が一丸となって行財政改革に取り組

みます。

※「身延町行政改革大綱（第２次）」は、身延町

ホームページに掲載。また、本庁舎・各支所・

各出張所に備え付けてあります。

（１）共通認識の徹底
①行政改革の原点回帰
②運営から経営への意識チェンジ
③町民視点で発想できる職員の育成

（２）共有と協働の促進
①情報の共有化
②町民とのパートナーシップ

（１）財政基盤の強化
①内部管理経費の節減
②補助金等の整理合理化
③自主財源の確保

（２）地方分権に対応できる行政システム
を構築

①行政体制の見直し・整備
②人材（財）確保と育成

【問い合わせ先】

政策室 行政改革担当　蕁0556-20-4801
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“ 倒 産 ・ 解雇などによる離 職 ” （特定受給資格者 ） や 
“ 雇い止めなどによる離 職 ” （特定理由離職者 ） をされた方へ 

軽減を受けるには 申請が必要 です 。 
制度の詳しい説明は 、 お問い合わせください 。 

国民健康保険税 が 軽減 されます 国民健康保険税 が 軽減 されます 
平 成 2 2 年度から 

対象者は？ 

軽減率は？ 

軽減期間は？ 

制度が 
始まる前の 
失業は対象外 
ですか？ 

離職の翌日から翌年度末までの期間において、 
（１）雇用保険の特定受給資格者 
　　　　　　　　　　　　　　（例：倒産・解雇などによる離職） 
（２）雇用保険の特定理由離職者 
　　　　　　　　　　　　　　（例：雇い止めなどによる離職） 
　　　　　　　　として失業等給付を受ける方です。 

国民健康保険税は、前年の所得などにより算定 
されます。 
軽減は、前年の給与所得をその30/100とみなして 
行います。 

離職の翌日から翌年度末までの期間です。 
※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。 
※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となり
　ます。 
　会社の健康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終了し
　ます。 

制度が始まる前1年以内（平成21（2009）年3月31
日以降）に離職された方は、平成22（2010）年度
に限り国民健康保険税が軽減されます。 
※ただし、平成21（2009）年度の保険税は対象となりません。 

　ご了承ください。 

 

 

【問い合わせ先】

町民課 国保高齢者医療担当　蕁0556-42-4804
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見渡す限り山の木々は緑の色を濃くしています。身延
児童館が、スタートして２年が経ち、その間遊びに来て
くれていた小さな子ども達が、地域の保育園や幼稚園な
どに入園しました。みなさんの成長を楽しみにしていま
す。また遊びに来て下さいね。新しい子ども達も遊びに
来ています。みんなでたくさん遊びましょう。小学生以
上の子ども達も大歓迎です。

身延児童館（身延福祉センター内）
蕁0556-62-3880（身延学童共通）
開 館 日 月曜～金曜日、第２・第４土曜・日曜日
開館時間 ９：00～17：00
休 館 日 第１・第３土曜・日曜日、祝日、年末年始

総合文化 
会館駐車場 総合文化 

会館 
館 
書 
図 

館 
童 
児 
延 
身 

場 
車 
駐  

駐車場 

旧国道52号 

国道52 号 ・ 身延 バ イ パス 至甲府 至静岡 

児童館まつりで、大ハッスル 何して遊んでいるの？

雪合戦スタート

※５月の事業は、町政カレンダーをご覧になるか、身延
児童館までお問い合わせください。

N0. 2N0. 2

現在の種別 こんなとき 変更後の種別 届け出先 
自営 業・ 学生など 
（ 第 1  号被保険者） 

会社 員・ 公務員になった 第 2  号被保険者 勤務先 
会社 員・ 公務員に扶養される配偶者になった 第 3  号被保険者 配偶者の勤務先 

会社 員・ 公務員 
（ 第 2  号被保険者） 

退職した 第 1  号被保険者 役場 
退職し 、 すぐに再就職した 第 2  号被保険者 新しい勤務先 
会社 員・ 公務員に扶養される配偶者になった 第 3  号被保険者 配偶者の勤務先 

会社 員・ 公務員に扶養 
されている配偶者 
（ 第 3  号被保険者） 

年収 が  13 0  万円以上になった 第 1  号被保険者 役場 
配偶者が退職して 第  1  号被保険者になった 第 1  号被保険者 役場 
会社 員・ 公務員になった 第 2  号被保険者 勤務先 

次のような場合は、届け出が必要となります。

届け出を忘れて未加入期間をつくらないようにご注意ください。

◇有利な前納割引制度◇

【問い合わせ先】町民課 町民担当　蕁0556-42-4804
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「子どもの健康づくり」早寝・早起きで生活リズムを整えよう！
～朝の光が人の生体時計を修正します～

人には生体時計が
あることはよく知ら
れています。生体時
計の座である視交叉
上核は、脳の一番奥
深い場所にありま
す。人はここで朝の
光を認識し、地球の

自転のリズムより若干長い約25時間といわれる
周期を日々“修正”して生きています。明暗の
環境によって、生体時計を調整していることに
なります。朝の光は昼行性の動物である人の１
日の始まりを演出していて、「早起き」は重要な
ポイントになります。

「早起き」して、昼間しっかり運動すると、
夜は疲れてぐっすり眠れるものです。ぐっすり
眠っている間に様々なホルモンが分泌され、私
たちの身体を整えます。成長ホルモンは寝入り
ばなの１番深い睡眠時に分泌されるのが普通で
す。メラトニンという眠気を誘うホルモンも夜、
周囲が暗くなってから分泌され始めます。幼児

期に分泌のピークを迎えるこのホルモンは、抗
酸化作用とともに思春期まで二次性徴を迎える
役目を担っています。昨今のデータでは、睡眠
不足は肥満につながること、情動面の安定を欠
くこと、そして女性の初経が早く訪れてしまう
ことなどが指摘されています。睡眠不足は認
知・記録の障害を引き起こすと言われる点から
も、「早寝」をする重要性はいうまでもありません。

最近の子どもたちには「よく体を動かし、よ
く食べ、よく眠る」という成長期の子どもにと
って当たり前で必要不可欠である基本的な生活
習慣の乱れが見られ、この乱れが学習意欲や体
力、気力の低下の要因の一つとして指摘されて
います。子どもたちが健やかに成長していくた
めには、適切な運動、調和のとれた食事に併せ
て、十分な休養・睡眠も大切です。社会全体が
夜型化している今、親だけを責められませんが、
ワーク・ライフ・バランスや地域の様々な機関
が連携して、地域で育てるネットワークづくり
も求められ、大人が一緒になって生活を見つめ
直しましょう。

５月は水防月間です。集中豪雨や台風などが発生
する時期に備えて、山梨県と身延町では、水害を未
然に防止し被害を最小限に食い止めるため、平成22
年度山梨県水防訓練を行います。
どなたでも自由に見学ができます。

【日　時】
５月30日（日） 午前9時～

【場　所】
身延町役場 本庁舎裏（富士川右岸河川敷）

【訓練実施内容予定】
・破堤防止作業訓練
木流し工法、表むしろ張り工法、
月の輪工法、積み土のう工法等の水防工法

・水難救助訓練
消防・警察・防災ヘリによる連携した救助訓練

・災害応急復旧訓練

【主　催】
山梨県水防本部、身延町水防本部

【問い合わせ先】
山梨県 治水課　　　　　　　 蕁055-223-1702
身延町 総務課 交通防災担当　蕁0556-42-4800

山梨県水防訓練が
身延町内で実施されます

「早寝」や「早起き」がなぜ大切なのでしょうか？

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★



【 ５ - ５ 　 - ５ の法則 】 できる
ことから

始めまし
ょう！ 
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【車の燃費・向上させませんか】

自動車の排気ガスには地球温暖化の原因のひとつとされる二酸化炭素（ＣＯ２）が多く含まれてい
ます。この削減のためにＣＯ２の少ないハイブリッドカーや電気自動車が注目を浴びているわけです
が、すぐに乗り換えるというのも簡単ではありません。また、究極の削減方法として「もう車には乗
らない」というわけにもいきません。そこで今回は、今の車のままでＣＯ２を削減でき、お財布にも
やさしく安全でもある「エコドライブ」にみなさんをお誘いしたいと思います。

【「エコドライブ」とは】

【環境性・経済性・安全性をトータルに高めるか
しこい運転です。】
●環境性：ＣＯ２の削減や騒音を低減します
●経済性：燃料代を節約します
●安全性：安全運転に貢献します

【安全第一】

◎円滑な交通と安全を確保したうえで燃費効率の
良い運転をするのが「エコドライブ」です。
◎２～３台先の車や信号の変化などの交通状況に
いつも気を配ることが「エコドライブ」の秘訣
です。

⑤スタート　⇒　５秒かけて20km/hに達するように心がけましょう。少しゆっくりスタートするだけでも効果あり。
⑤ドライブ　⇒　いつもより５km/h速度を控えるように心がけましょう。ほんのちょっと減速するだけでも効果あり。
⑤ストップ　⇒　５秒以上停止する場合はアイドリングストップを心がけましょう。（※1）

◎前の車の加速・減速に影響されないよう車間距離を十分とり、なるべくアクセルを一定に保ちましょう。
◎下り坂ではシフトダウンしてエンジンブレーキで下りましょう。「フューエルカット機能」が働きます。（※２）
◎エアコンの使用は控えめにして室内を冷やし過ぎないようにしましょう。こまめな温度・風量の調節がポイ
ントです。
◎いらない荷物は積まないようにしましょう。車の燃費は荷物の重さにとても敏感です。

（※1）エンジンを始動する時の燃料消費量は、アイドリング時の約５秒分に相当します。
（※2）一定以上のエンジン回転数の時、アクセルから足を離すと燃料を全く使わない状態になります。

速度が遅くなり回転数が低くなると燃料が供給されアイドリング状態になります。（作動条件は車種に
よって異なります。）

ひとつだけでも効果がありますが、組み合わせて行えば大幅な燃料の節約となります。10％以上　　　可

エコドライブ宣言者には、「エコドライブ啓発ステッカー」を差し上げます。

環境下水道課までお問い合わせください。 【問い合わせ先】

環境下水道課 環境衛生担当

佐野・小泉・熊王

蕁0556-42-4814
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試合日 対戦相手 開始時間 
3  月 土 水戸ホーリーホック 
4  月 日 サガン鳥栖 

日 カターレ富山 
木・ 祝 コンサドーレ札幌 

5  月 水・ 祝 柏レイソル 
日 徳島ヴォルティス 
土 ファジアーノ岡山 

6  月 土 ジェフユナイテッド千葉 
7  月 日 栃木ＳＣ 

土 東京ヴェルディ 
8  月 日 アビスパ福岡 

日 大分トリニータ 
9  月 日 ロアッソ熊本 

未定 

10月 3日 日 横浜ＦＣ 
日 愛媛ＦＣ 

1 1  月 土 ギラヴァンツ北九州 
土 ザスパ草津 

1 2  月 土 ＦＣ岐阜 

【ホ ー ム ゲ ー ム年間日程表】 

【問い合わせ先】 
　生涯学習課 生涯スポーツ担当 

1 3  日 
4  日 
1 8  日 
2 9  日 
5  日 
9  日 
2 2  日 
1 2  日 
2 5  日 
3 1  日 
1 5  日 
2 9  日 
1 9  日 

2 4  日 
7  日 
2 0  日 
4  日 

午後４時 
午後１時 
午後４時 
午後３時 
午後２時 
午後２時 
午後４時 
午後４時 
午後６時 

午後６ 時  3 0  分 
午後６時 
午後６時 

ヴァ ンフォーレ甲府を 

　　　　　　応援しよう！
 ヴァ ンフォーレ甲府を 

　　　　　　応援しよう！
 ヴァ ンフォーレ甲府を 

　　　　　　応援しよう！
 

身延町
ホームタウン

サンクスデー

　　　　　　
　　決まる！

　身延町では、町民一丸となってヴァ ン 

フォーレ甲府を応援するため 

10月３日   対 「横浜ＦＣ」 戦において、 
身延町ホームタウンサンクスデーを開 催 
します。 

　詳細は広報８月号でお知らせします。 

　平 成  2 2  年度から指定管理者制度の導入によ り 、 管理者 が 身延町観 光 
振興協議会 となるため、 利用方法が変更 になります。 

施設の種類 種　別 半　日 １　日 夜　間 摘　要 
管理棟研修室 

個人 
・ 
団体 

50 0  円 1,00 0  円 50 0  円 研修室 は 1  部屋 、 テニスコート 
は 1  面を単位とする。 
グラウンド 、 テニスコートの夜 
間使用料は夜間照明を利用した 
場合。 

グラウンド 昼 間  1  時 間  25 0  円 1  時 間  1,00 0  円 
体育館 1  時 間  90 0  円 
テニスコート 昼 間  1  時 間： 20 0  円 1  時 間  70 0  円 
トレーニング室 個人 1  回  10 0  円 

施設の種類 管理 棟 （ 6  月  1  日から利用可能 ） ・ 体育 館 ・ グラウン ド ・テニスコート・夜間照明 

利用申込方法 
5  月  3 1  日まで　　身延町教育委員会 生涯学習課　で受付 
6  月 　 1  日から　　身延町観光振興協議会 　　　　 で受付 

利用料の支払い方法 身延町観光振興協議会　窓口現金及び口座振替 

休館日 
①月曜日　　②休日の翌日　　③年末年 始 （1 2  月  2 8  日 ～ 1 月 3  日） 
④その他身延町観光振興協議会が必要と認める日 

※利用料金の変更はありません 

6月から 
身延町勤労青年センター （宮木） 

の 
管理者が代わります 
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図書館では、この『こども読書週
間』にあわせて“こどもにすすめた
い本2010”の100冊を展示します。
この100冊は、昨年1年間に出版さ

れた本の中から、こど
もたちにおすすめの本

を県内の公共図書館司書が選んだ
ものです。幼児・小学校低学年・
中学年・高学年・中学生と分かれ
ています。
この機会に“本の森”を探検し

てみてください。

2010・第52回『こども読書週間』
4/23（金）～5/12（水）

標語“たんけんしたいな本の森”

ブックフェスタ・キッズ2010
青空かみしばい【午後2時～3時】
毎月開催している“おはなし会”のスペ
シャル版！！今年は外に出て、青空の下で
お話を楽しもう。

児童書のリサイクル
【午前10時～午後4時】
読まなくなった児童書や
絵本を持ち寄って、好き
な本と交換し
ましょう。雑
誌もあります。

わくわく工作会
【午後1時～2時】
簡単で楽しい工作会。
今年は何ができるか
な？低学年以下のお
友だちは大人と一緒
に参加してください。要申し込み。

去年は保冷剤で
芳香剤を作りました。

平成22年5月30日（日）

去
る
３
月
13
日
に
「
第
14
回
図
書
館
ま
つ
り

ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
ご
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
か
げ
で
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
万
華
鏡
工
作
会

好
評
に
つ
き
開
催
し
て
い
る

「
万
華
鏡
工
作
会
」。
今
年
は
グ

リ
セ
リ
ン
液
の
中
に
色
々
な
ビ

ー
ズ
を
入
れ
た
万
華
鏡
を
作
り

ま
し
た
。

み
ん
な
で
き
あ
が
っ
た
自
分

の
万
華
鏡
を
見
て
、
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。

茶
問
屋
シ
ョ
ー
ゴ
の
人
形
劇

こ
ち
ら
も
毎
回
大
人
気
の
人

形
劇
。
今
年
は
『
Ｄ
ｒ．

デ
ン

タ
ー
と
バ
イ
キ
ン
き
ん
太
』
と

ギ
タ
ー
を
使
っ
て
の
『
ネ
コ
君

と
ト
ラ
君
』
の
人
形
劇
で
し
た
。

会
場
内
は
終
始
、
笑
い
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
講
演
会

軛キ
ャ
ン
・
ユ
ー
・
ス
ピ
ー
ク
甲
州
弁
？軣

県
内
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
て
い
る
「
キ
ャ
ン
・
ユ
ー
・

ス
ピ
ー
ク
甲
州
弁
」
の
作
者
・

五
緒
川
津
平
太
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
甲
州
弁
に
つ
い
て
、
面
白

お
か
し
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
笑
い
と
一
緒
に
言
葉
の

持
つ
不
思
議
な
力
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
楽
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
の
お
す
す
め
の
一
冊
展
示

町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
、
そ
れ
に
今
年
は
先
生
方

か
ら
の
紹
介
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
方

に
も
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
本
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

作
家
の
辻
村
深
月
（
つ
じ
む
ら
み
づ
き
）
さ
ん
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
最
近
新
聞
な
ど
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
笛
吹
市
出

身
の
小
説
家
で
す
。『
冷
た
い
校
舎
の
時
は
止
ま
る
』（
講
談

社
）
で
２
０
０
４
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
最
近
で
は
第
一
四
二

回
直
木
賞
候
補
に
も
な
っ
た
方
で
す
。
今
ま
で
に
な
い
少
し

違
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
の
世
界
を
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

『
Ｖ．

Ｔ．

Ｒ．
』
講
談
社

辻
村
深
月
最
新
刊
。
２
０
０
７
年
に
出
版
し
た
『
ス
ロ
ウ

ハ
イ
ツ
の
神
様
』
と
い
う
小
説
に
出
て
く
る
チ
ヨ
ダ
・
コ
ー

キ
と
い
う
小
説
家
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。「
誰
か
を
思
う
」
と
い
う

こ
と
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
本
で
す
。

『
ゼ
ロ
、
ハ
チ
、
ゼ
ロ
、
ナ
ナ
。』
講
談
社

30
歳
と
い
う
岐
路
の
年
齢
に
立
つ
、
か
つ
て
幼
馴
染
だ
っ

た
二
人
の
女
性
。
別
々
の
人
生
を
歩
ん
で
い
た
二
人
が
あ
る

殺
人
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
再
び
重
な
っ
て
い
く
…
。
直
木

賞
候
補
作
。
町
長
さ
ん
も
お
す
す
め
の
本
で
す
。

『
ふ
ち
な
し
の
か
が
み
』
角
川
書
店

ホ
ラ
ー
短
編
集
。
だ
れ
も
が
知

っ
て
い
る
「
花
子
さ
ん
」
や
「
コ

ッ
ク
リ
さ
ん
」。
怖
い
中
に
も
ど

こ
か
懐
か
し
さ
も
あ
る
。
今
か
ら

の
暑
く
な
る
季
節
に
お
す
す
め
で

す
。
こ
わ
〜
い
世
界
へ
ど
う
ぞ
。

辻
村
さ
ん
の
本
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
ぜ

ひ
図
書
館
へ
。

「きれいの魔法」ＮＨＫ出版：きれいになるための情報がいっぱい
「ＣＡＲ　ＧＲＡＰＨＩＣ」二玄社：車の好きな方に
「やさい畑」家の光協会：日本で唯一の家庭菜園の雑誌
ほかに・・・
「月刊『俳句』」角川学芸出版
「月刊『短歌』」角川学芸出版

※雑誌の最新号は貸出できません。

バックナンバーは貸出可能です。

新しい雑誌がはいりました。 辻
村
深
月
さ
ん
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

10・17・24・31日 
 〔毎週月曜日〕 
６日（木）　　　　　　　 
 〔祝日の振替〕 
28日（金）　　　　　　 
 〔館内整理日〕 
※ゴールデンウィーク中 

（5/1～5/5）は開館します。 
開館時間：9：30～17：00

5月の休館日 



ＧＷはゴールデンだけに
砂金ゲットの大チャンス！
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100年に一度の大不況といわれた平成21年度ですが、金山博物館には1年間で約２万人のお客様が来
館されました。21年度は、不況と高速道路一律1,000円化の影響もあり来館者の比率として高い東海、
関東圏のお客様が離れてしまい、繁忙期の4月～8月までは前年度比を下回り苦戦をしいられましたが、
富山、石川といった北陸圏からのお客様が訪れるようになり新たな地域に湯之奥金山博物館を知って
もらう機会にもなりました。9月以降、特に紅葉と、桜の時期は持ち直し22年3月までは、前年度比を
上回ることができました。1年を通してみると閑散期に入館者が増え、結果年間を通して、約２万人の
来館者を迎えることができました。また平成21年度は来館者のニーズも大きく変わってきており、特
にマスコミで砂金採り体験が多く取り上げられたこともあり砂金採り体験・共通券で入館されるお客
様が非常に増えた一年でした。新年度もＮＨＫの大型ドキュメンタリーで「金山衆」が取上げられま
したので、より多くの方の来館が期待されます。

平成21年度入館者数　19,414人

入館券割合 
観　覧 体　験 共　通 
6,363人 6,627人 6,432人 
32.8％ 34.1％ 33.1％ 

平成21年度の入館者は約2万人！

しだれ桜が咲き誇る4月3日・4日の2日間に
わたり、身延山の春の恒例行事「観桜会」が
開催されました。金山博物館からも出張砂金
掘り体験で参加しました。

日　時：５月８日（土）午後６時15分～
定　員：80人

入場料：無　料
上映作品：「子象物語 ～地上に降りた天使～」

※詳しくは、学校にお配りするチラシをご覧く
ださい。

毎年たくさんのお客様が来館するゴールデン
ウィーク。砂金採り体験も大人気！連日満員御
礼で水槽整備が追いつかないほど砂金採りを楽
しむ人が増えています。こんな時こそ砂金採り
の大チャンスです。人が多い分、採れる砂金も
増える傾向にあるようです。この機会に番付表
上位を目指して砂金採りに挑戦してみませんか。
金山のマスコット「もーんとうさん」の砂金

用アクセサリーも満を持して登場！

ＧＷはゴールデンだけに
砂金ゲットの大チャンス！

親子映画鑑賞会

５月の休館日 

（毎週水曜日） 

12・19・26

ゴールデンウィーク期間中は休まず開館します
5月6日（木）は振り替え休館になります

22・５
・１
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おしらせ 
INFORMATION

おしらせ　　INFORMATION

次
の
と
お
り
巡
回
相
談
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
日
時
と
場
所
を
ご
確

認
の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

平
成
22
年
６
月
３
日
、
９
月
２
日

12
月
２
日

平
成
23
年
３
月
３
日

※
い
ず
れ
も
木
曜
日

【
時
間
】

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場
所
】

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

健
康
教
育
室
（
１
階
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
県
中
央
児
童
相
談
所

蕁
０
５
５
（
２
５
４
）
８
６
１
７

身
延
町
子
育
て
支
援
課

蕁
０
５
５
６
（
２
０
）
４
５
８
０

４
月
１
日
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
員
と
し
て
望
月
勲
さ
ん
（
西
嶋
）

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
一
治
さ
ん
（
常
葉
）、
鈴
木
高

吉
さ
ん
（
小
田
船
原
）
と
共
に
、
行

政
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
い
た
し

ま
す
。
開
設
日
時
・
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
開
設
日
時
】

毎
月
第
２
金
曜
日

（
８
月
の
み
第
１
金
曜
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

【
開
設
場
所
】

下
部
地
区
　
下
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

中
富
地
区
　
中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

身
延
地
区
　
身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー

詳
し
く
は
、
毎
月
発
行
し
て
お
り

ま
す
広
報
「
お
知
ら
せ
版
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
任
者
の
佐
野
美
子
さ
ん

（
西
嶋
）
に
は
13
年
間
委
員
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
庶
務
担
当

蕁
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
０

厚
生
労
働
省
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
人
口
動
態
調
査
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
戸
籍
届
出
書
（
出
生
・
死
亡
・
婚

姻
・
離
婚
・
死
産
）
の
状
況
な
ど
を

調
べ
る
も
の
で
す
。
つ
い
て
は
、
国

勢
調
査
の
実
施
さ
れ
る
年
に
は
、
職

業
欄
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働

行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
期
間
】

平
成
22
年
４
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日

【
対
象
】

戸
籍
届
出
書
（
出
生
・
死
亡
・
死

産
・
婚
姻
・
離
婚
）
を
提
出
さ
れ
る

方【
調
査
方
法
】

各
届
出
の
際
、「
職
業
」
欄
に
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

死
亡
届
は
「
産
業
」
欄
に
も
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課

蕁
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
４

気
象
庁
で
は
、
平
成
22
年
５
月
27

日
（
予
定
）
か
ら
、
気
象
警
報
。
注

意
報
を
市
町
村
を
対
象
と
し
て
発
表

し
ま
す
。
身
延
町
に
災
害
発
生
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、

身
延
町
を
含
む
「
山
梨
県
」「
中
・
西

部
」、
あ
る
い
は
「
峡
南
地
域
」
に
対

し
て
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
22
年
５
月
27
日
か

ら
は
、「
身
延
町
」
を
明
示
し
て
発
表

し
ま
す
。

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
・
注
意
報

が
放
送
さ
れ
る
と
き
は
、
画
面
に
表

示
で
き
る
文
字
数
や
読
み
上
げ
可
能

な
文
章
の
範
囲
内
で
伝
え
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
地

域
名
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意

報
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通
省
防
災
情
報

提
供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

【
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp
://w

w
w
.jm
a.g
o.jp

【
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ

ー
携
帯
電
話
サ
イ
ト
】

平
成
22
年
度
巡
回
相
談

山
梨
県
中
央
児
童
相
談
所

行
政
相
談
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

総
務
課
か
ら

人
口
動
態
「
職
業
・
産
業
調
査
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す
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h
ttp
://w

w
w
.m
lit.g
o.jp
/saig

ai/

bosaijoho/i-index.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

甲
府
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

蕁
０
５
５
（
２
２
２
）
９
１
０
１

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や
さ

し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
期
間
】

平
成
22
年
７
月
１
日
〜

平
成
24
年
６
月
30
日

【
対
象
河
川
】

富
士
川
及
び
笛
吹
川

【
応
募
資
格
】

山
梨
県
内
も
し
く
は
静
岡
県
内
に

在
住
し
富
士
川
及
び
笛
吹
川
（
お
お

む
ね
５
㎞
以
内
）
に
住
む
20
歳
以
上

の
方

【
謝
礼
】

実
費
程
度

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

蕁
０
５
５
（
２
５
２
）
８
８
８
８

最
近
、
町
内
で
も
消
費
者
に
関
す

る
問
題
商
法
と
思
わ
れ
る
事
例
が
多

く
起
き
て
い
ま
す
。
対
応
に
は
十
分

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
今
回
は
代

表
的
な
問
題
商
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
睡
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
】

路
上
等
で
「
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
」「
健
康
に
よ
い
話
を
す
る
」

と
人
を
集
め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
で

日
用
品
等
を
次
々
無
料
で
配
布
し
た

り
、
ま
た
は
安
価
に
販
売
し
、
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
興
奮
状
態
に
し
て
、

最
終
的
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
。

【
当
選
商
法
】

「
懸
賞
金
が
当
た
っ
た
」「
当
選
し

た
」「
景
品
が
当
た
っ
た
」
な
ど
と
特

別
な
優
位
性
を
強
調
し
て
消
費
者
を

だ
ま
し
、
お
金
を
払
わ
せ
る
。

【
点
検
商
法
】

点
検
す
る
と
い
っ
て
家
に
上
が
り

こ
み
「
布
団
に
ダ
ニ
が
い
る
」「
シ
ロ

ア
リ
被
害
が
あ
る
」
な
ど
と
不
安
を

あ
お
っ
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契

約
さ
せ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
課

蕁
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
１
６

国
民
の
皆
さ
ん
に
刑
事
裁
判
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
「
裁
判
員
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
が
経
ち
ま
す
。

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、
５

月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
と
し

た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
憲

法
週
間
」
に
お
け
る
広
報
行
事
の
一

環
と
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
、
裁

判
員
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
現
在
ま

で
の
状
況
等
を
説
明
し
、
ま
た
よ
り

一
層
裁
判
員
制
度
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
裁
判
員
制

度
説
明
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

【
開
催
日
】
５
月
17
日
（
月
）

【
時
間
】
午
後
１
前
30
時〜

午
後
４
時
頃

【
会
場
】
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
甲
府
市
中
央
１
│
10
│
７
）

【
内
容
】

①
基
本
的
な
制
度
及
び
こ
れ
ま
で
の

全
国
的
な
実
施
状
況
を
解
説
し
ま
す

②
広
報
用
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す

③
裁
判
員
裁
判
で
使
用
す
る
法
廷
を

見
学
し
ま
す

【
募
集
人
員
】
50
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

蕁
０
５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
３

若
年
者
の
就
業
を
支
援
す
る
「
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」
と
、
県
と

国
が
一
体
的
に
求
職
者
へ
の
就
業
・

生
活
相
談
を
実
施
す
る
「
山
梨
県
求

職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設

し
た
「
や
ま
な
し
・
し
ご
と
・
プ
ラ

ザ
」
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
就
職

や
県
内
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
施
設
】

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」

（
概
ね
40
歳
未
満
の
方
）

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業

適
性
診
断

（
併
設
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
求
人
情
報
の

提
供
、
職
業
相
談
、
職
業
紹
介

「
山
梨
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

住
居
確
保
・
生
計
維
持
・
能
力
開

発
に
係
る
情
報
提
供
・
相
談
、
就
職

安
定
資
金
融
資
等
の
情
報
提
供
、
求

人
情
報
の
提
供
、
職
業
相
談
・
職
業

紹
介

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

川
を
き
れ
い
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
て

裁
判
員
制
度
説
明
会

「
憲
法
週
間
」
記
念
行
事

や
ま
な
し
・
し
ご
と
・
プ
ラ
ザ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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※
施
設
の
使
用
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

等
す
べ
て
無
料

【
場
所
】
山
梨
県
Ｊ
Ａ
会
館
５
階
　

（
甲
府
市
飯
田
１
│
１
│
20
）

【
開
所
時
間
】

月
〜
金
　
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
６
時

土
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
生
活
相
談
の
み
）

（
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
は
休
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
な
し
・
し
ご
と
・
プ
ラ
ザ
内

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

蕁
０
５
５
（
２
３
３
）
４
５
１
０

山
梨
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
５
（
２
２
６
）
８
６
０
９

消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
一

般
住
宅
や
共
同
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
新
築
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
既
存

の
住
宅
（
平
成
18
年
５
月
31
日
以
前

に
確
認
申
請
を
行
っ
た
も
の
）
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

に
火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
「
命
」
や
「
財
産
」
を
守

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
で
き
る
だ

け
早
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
梨
県
消
防
防
災
課

蕁
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
３
０

身
延
町
総
務
課
交
通
防
災
担
当

蕁
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
０

「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
山

梨
」
で
は
、
県
内
各
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

今
年
も
毛
布
収
集
場
所
を
設
け
収
集

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
は
県
内

で
２，

９
６
６
枚
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
現
地
で
は
貧
困
や
自
然
災
害
、

紛
争
な
ど
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
一
枚
の
毛
布
が
人
々
の
命
を

守
り
、
生
き
て
い
く
力
に
な
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
波
木
井
山
円
実
寺
駐
車
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
山
梨

峡
南
地
区
担
当
者
　
秋
山
繁
行
　

蕁
０
９
０
（
２
７
４
０
）
５
５
７
２

h
ttp
://w

w
w
.m
ofu
.org
/

平
成
21
年
度
か
ら
、
労
働
保
険
・

一
般
拠
出
金
の
年
度
更
新
手
続
は
６

月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
（
平
成

22
年
度
は
、
７
月
10
日
が
土
曜
日
に

当
た
る
た
め
７
月
12
日
（
月
）
ま
で
）

の
間
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

年
度
更
新
申
告
書
の
発
送
は
５
月

末
、
説
明
会
は
６
月
上
旬
、
申
告
書

受
理
相
談
会
は
６
月
中
旬
以
降
を
予

定
し
て
い
ま
す
。（
日
程
等
は
、
申
告

書
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

労
働
保
険
料
等
の
算
定
期
間
（
年

度
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
度
更
新
の
時
期
が
社
会
保
険
の

算
定
基
礎
届
の
提
出
時
期
と
重
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
準
備
の
上
、

法
定
期
限
内
に
労
働
保
険
料
・
一
般

拠
出
金
の
申
告
・
納
付
を
済
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

蕁
０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
２

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

蕁
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
８
１

２
月
21
日
、
28
日
、
若
草
体
育
館

（
南
ア
ル
プ
ス
市
）
等
で
21
年
度
山
梨

県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

が
開
催
さ
れ
、
西
嶋
リ
リ
ー
ズ
が
一

昨
年
に
続
き
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

１
回
戦２

│
０
　
上
野
原

２
回
戦２

│
０
　
昭
和
少
女
Jr

準
決
勝２

│
１
　
石
　
和

決
　
勝２

│
０
　
塩
山
フ
レ
ン
ド

３
月
13
日
、
緑
ヶ
丘
ス
ポ
ー
ツ
公

園
小
体
育
館
で
、
平
成
21
年
度
山
梨

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
身
延
町
内
の
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
優
良
単
位
団
体
】

身
延
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ

（
サ
ッ
カ
ー
）

【
優
秀
指
導
者
】

笠
井
元
美
（
身
延
葵
剣
道
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
　

設
置
し
ま
し
ょ
う

ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
お
く
る
運
動

労
働
保
険
と
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

西
嶋
リ
リ
ー
ズ
が
優
勝

平
成
21
年
度
山
梨
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
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死　　亡　ご冥福をお祈りします。
氏　名　　（年齢） 届出人　 （地　区）

INFORMATION 平成22年３月１日～31日までの受付（敬称略・順不同）

金 10,000円 ㈱スギヤマ （飯　富）
－－－（ふるさと納税制度寄附金）－－－

金 200,000円 上平　聖道 （下　山）
金 50,000円 渡邉　　司 （清　子）
金 100,000円 市川　忠利 （相　又）

金 50,000円 渡邉　　司 （清　子）
金 50,000円 若狭　　功 （古　関）
金 10,584円 古　里　会 （古　関）

善　　意　ありがとうございます。

出　　生　すくすくよい子に
あかちゃん 保護者 （地　区）

３月の婚姻はありませんでした。

婚　　姻　末永くお幸せに

－－－－ 身延町へ －－－－

－社会福祉協議会へ －

毎月１回（１日）発行　
●編集・発行　
〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350番地
身延町役場　総務課　広聴広報担当　蕁0556-42-2111（代表）
蕭0556-42-2127 URL  http://www.minobu.lg.jp/

広 報 み の ぶ

委 託 ・ 工 事 名
測量設計業務委託（その１）
測量設計業務委託（その２）

日向南沢他
大磯小磯他

㈱共和測量
㈱南誠測量

1,344,000
1,459,500

場　所 請負業者 請負金額（円）

〈入札結果を公表します。〉 －入札日　3月24日－

３月14日、山梨県立総合武道場第２道場（甲府
市）で開催された「第30回全国少年柔道大会 山梨
県予選」において、身延柔道スポーツ少年団（高
橋拓也監督）が第３位入賞を果たしました。
今大会には県内の21チームが出場。5人の代表

選手による団体戦で、熱戦が繰り広げられました。
他の参加チームのほとんどが6年生を中心に編成

されている中で、身延は６年生１人、５年生３人、
４年生１人というメンバーで試合に臨みました。
年上の対戦相手にも果敢に挑み、チームは準決勝
まで勝ち進むと、見事３位の座を勝ち取りました。
同少年団は、現在13人の小中学生が週２回練習

に通って来ています。中には3歳から柔道を始め
たという強豪の4年生も。
「最近の身延の柔道は、どの年代も大きくレベ

ルアップしてきているので、今後大いに期待でき
ます」と高橋監督。
たくましく成長中の子どもたちは、5月23日に

開催される「第35回県下少年柔道大会」に向けて、
目下厳しい稽古に励んでいます。

がんばっています！！
山梨県 

第３位入
賞 

身延柔道スポーツ少年団

※個人情報保護のため、個人が特定できる

情報は削除して掲載しました。
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３
月
27
日
、
山
梨
県
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ

ー
ク
内
に
「
富
士
川
・
切
り
絵
の
森
美
術
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
日
か
ら
開
館
記
念
企
画
展
「
切
り
絵
・

モ
ダ
リ
ズ
ム
の
世
界
展
（
〜
８
月
29
日
）」

も
開
催
さ
れ
、
新
築
の
芝
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
、

既
存
の
建
物
を
利
用
し
た
古
民
家
・
時
計

台
・
工
芸
館
の
４
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
、
日

本
を
代
表
す
る
切
り
絵
作
家
４
人
の
作
品
１

５
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
美
術
館
は
、
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
指

定
管
理
者
「
合
同
会
社
富
士
川
・
切
り
絵
の

森
」
が
建
設
。
身
延
町
の
地
場
産
業
で
あ
る

和
紙
に
ち
な
み
、
切
り
絵
を
通
じ
て
峡
南
地

域
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
新
た
な
観
光
拠

点
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
40
人
の
地
元
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
館
内
の
案
内
や

接
客
な
ど
、
地
域
を
あ
げ
て
来
館
者
の
お
も

て
な
し
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

３
月
30
日
、
身
延
山
西
谷
の
宝
聚
院
麓
坊

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ

ス
（
山
本
晴
美
代
表
）
に
よ
る
夜
桜
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
満
開
の
桜
が
闇
に

ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
が
る
中
、
坊
の
境
内

に
は
２
０
０
人
を
越
す
人
々
が
集
ま
り
ま
し

た
。
本
堂
の
階
段
に
並
ん
だ
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
美
し
い
歌
声
が
闇
に
響
き
渡
る
と
、
人
々

は
満
開
の
夜
桜
と
の
共
演
に
し
ば
し
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

１
時
間
余
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、「
さ
く

ら
（
森
山
直
太
朗
）」「
手
紙
　
拝
啓
十
五
の

君
へ
（
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
）」
を
は
じ
め

と
す
る
12
曲
を
歌
い
上
げ
、
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
♪
身
延
の
者
は

声
が
よ
い
〜
」
で
始
ま
る
山
梨
県
の
民
謡

「
甲
州
盆
唄
」
で
は
、
客
席
か
ら
も
手
拍
子

と
と
も
に
「
ソ
レ
！
」
と
掛
け
声
が
か
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

本
堂
の
上
へ
目
を
向
け
る
と
、
夜
桜
と
北

斗
七
星
。
終
盤
に
は
、
東
の
空
に
満
月
も
姿

を
現
し
ま
し
た
。
少
し
肌
寒
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
訪
れ
た
多
く
の
人
々
は
、
夜
の

身
延
山
で
癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

富
士
川
・
切
り
絵
の
森
美
術
館
が
開
館

富
士
川
・
切
り
絵
の
森
美
術
館
が
開
館 
富
士
川
・
切
り
絵
の
森
美
術
館
が
開
館 

│
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
内
に
新
た
な
観
光
拠
点
│

│
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
内
に
新
た
な
観
光
拠
点
│ 
│
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
内
に
新
た
な
観
光
拠
点
│ 

み
の
ぶ
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

み
の
ぶ
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス  

夜
桜
コ
ン
サ
ー
ト

夜
桜
コ
ン
サ
ー
ト 

み
の
ぶ
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス  

夜
桜
コ
ン
サ
ー
ト 

│
満
開
の
桜
の
下
で
癒
し
の
歌
声
│

│
満
開
の
桜
の
下
で
癒
し
の
歌
声
│ 

│
満
開
の
桜
の
下
で
癒
し
の
歌
声
│ 

文
化
庁
「
地
域
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
」

文
化
庁
「
地
域
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
」 

文
化
庁
「
地
域
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
」 

3月25日　開館記念式典 3月25日　開館記念式典 

百鬼丸さんの作品（時計台ギャラリー）




